
相続って誰に相談するの?
[湘 南 藤 沢 あ んし ん 相 続 センタ ー]へ ご 相 談ください 。

[相 続 ]は 、誰 の 人 生 にも 一 度 は 訪 れ ます 。

法律と は無 縁と 思って い ても ､い ず れそ の日は やって 来 てしまい ます。

家 族 形 態 が多 様化し ､お 悩 みの 内 容や 司 る制 度 が 刻々と 変 化し てい ます ｡

相 続を機 に 幸 せになって ほしい 、

お 客様を 笑 顔 にできる 法律 専門 家 で ありたしＭ

そ の 気 持 ちで ､当 セン ターを 運 営して おります 。

お 困りの 際は ､ぜ ひ お 気 軽 に ､皆 様 の“想 い 'Iをお 聞 か せ

い ただけ れば 幸い に存じます 。

●Ｓ

べ ヽ～

Ｗ'～卜

鈩 ゛`

り

ノ

WI
I
I
‾
X
。

ｙ

き

Ｉ
」
に

･～●i
中

”

昌 あ ん し ん 相 続 セ ン タ ーは

;∃χにji已 ;a＾j，　。

Ｘ

Ｗ
Ｗ

Ｗ
１￥

㎞

参臨 ｚｕ諞 ２ａｌ

弓　　　　　 、．　　　　;ﾖ;､７　　　瓣　　　 ‘

／
ｙ

！

ｙ
７’

り

こ / ＜取 扱 サ ービ ス＞

相 続 コン サ ル ティン グ

相 続 手 続 き　　 ’

遺 言 書 作 成

相 続 放 棄　 ．

遺 産 整 理 業 務

生 前 贈 与

生 前 対 策

親 族 間 売 買 ､他

丶
７

t濔 Ｗ‘

ｌ

払

●

●

’
Ｕ

‥
」
囗

」

営 業 時 間 10:００～19:００

定 休 土 曜 ･日 曜 ･祝 日

ま ず は お 気 軽 に

お 問 合 せく だ さい

ウ:[プ サ イト

無 料 相 談

｜

詳しくは ウ ７プ サ イトを

ご 覧くださ い 。

藤 沢 市 ､湘 南近 郊エリアで 相 続 のご 相 談 なら

昌 あ んし ん 相 続 セン タ ー
●

司法菁士 事務所

LegalFｒｏｎt

７７？り ーマ ー`｡

か ち がと

咥 月 舍 ,庫

I,浹笘l u.法丹-:･事務汐･Leg31F･'alｔ

〒251-0052神 奈 川 県 藤 沢 市 藤 沢９７１-3パ ール 湘 南 5F

藤 沢 駅 北口 徒 歩 5分

さ い か 聟 ビ ッグ

カ メご

1て口
←至 辻 堂 至 横次 →

藤 沢駅
全 躙 対 応 可 能どこ で もご 遠 虜無くお 問 い 會 わ せくださ い
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昌 あ ん し ん 相 続 セ ン タ
ー

（運 営:司法書士事務所LegalFrｏｎt）

サービ スのご 紹 介
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相 続お ま か せ 相 続 放 棄 サ ポ ート
●

相 続 登 記 サ ポ ート

不動産の名義変更
選 べ る 3つ の プ ラ ン ●ａ●● ● ●●●　●　●●●ａ● ●●●●●
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21，780円 (税 込 )～

借 金 があった ､債 権 者 から 連 絡 がきた ‥｢相

続 放棄 がし たい ｣と いう 方に !!

｢登 記 ｣の イメージ の 強 い 司 法 書 士 で すが 。

｢裁 判所 へ の 提 出 書 類 作 成 ｣も 専 門 分 野 に

なり ます 。｢受 理 率 100％!!｣相 続 放 棄 を 考

えて いる 皆 様 は ､｢本 当 に相 続 放棄 ができる

の か ?｣｢債 権 者 からの 連 絡 が 怖 い ｣な ど 多

くの 不 安 が お 有り だと 思 い ま す ｡家 庭 裁 判

所 へ の 提 出 書 類 作 成 にとどまら ず ､債 権 者

へ の 対 応 方 法 ､遺 品 ･遺 産 の 処 分 等 に つ い

ても 司 法 書 士 が サポ ートい たしま す ､ご 安 心

ください !!

162,800円 （税 込 ）～

預 金 相 続 ､不 動 産 や 株 式 の 名 義 変

更 ､そ の 他 の 相 続 手 続 きを ､ま るご と

司 法 書 士 に任 せ たい 方 向け 。

「遺 産 の 内 容 」「どこ まで の 手 続 きに

つ い て サポ ートが 必 要 か 」「置か れて

い るご 状 況 や ､相 続 関 係 」など など 、

お 客 様ご とにご 希望 さ れる 内 容 や 必

要 と す る サ ポ ートのレ ベ ル は 当 然 違

い があるかと思 い ます。

お 客 様 のニ ーズ に 応じて ､最 適なプラ

ンをご 案 内させ てい た だきます M

63,800円 (税 込 )～

費 用 を抑 えて ､相 続 登 記 (不 動 産 の 名

義 変 更 )は 司 法 書 士 に 依 頼 し た い と

いう方 向け 。

2024年 4月 以 降 ､相 続登 記 は義 務化

さ れますり

相 続 登 記は 国 家資 格を 持 つ 司 法 書 士

の 専 任 業 務となっております 。

こ れ まで ､相 続 登 記 を 放 置し てし まっ

た 方も是 非 ､ご 相 談ください 。
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不 動 産の生 前贈 与 ：
親族間売買サポート

○
・

戸 籍 収 集

相 続 人 調 査 サポ ート
遺 言 作 成 サポ ート

63,800円 （税 込 ）～

「ご 自 身 が 亡 くな っ た 時 の 準 備 がし た

い 」「子 供 が い な い 場 合 ､相 続 関 係 は

どう なる の ９」「相 続 人 の 余 計 な 手 間 は

か け さ せ た くな い 」「孫 にも 財 産 は 遺

せ る の ９」様 々な ケ ース で ､遺 言 作 成

や 生 前 対 策 が 必 要 に なり ま す ｡ま た 、

遺 言 書 に も 種 類 が 様 々あ り ､作 成 方 法

に よっ て は 遺 言 書 自 体 が 無 効 で あ っ た

り ､専 門 家 が 作 成し た も の で も ､法 律

上 は 正 し い が 相 続 発 生 後 の 手 続 き で

使 用 で き な い な ど ､イ レ ギュラ ーは 常

に 想 定 さ れ ま す 。

85，800円 (税 込 )～

契 約 書 の 作 成 から ､契 約 の 立 会い ､不

動 産 の 名 義 変 更 ま で を 一 括 し て 司 法

書 士 が サ ポ ート し ま す ｡生 前 贈 与 で あ

れ ば ｢贈 与 ｣と い う 契 約 自 体 の 客 観 性

の 保 全 ､後 日 の 紛 争 予 防 にも 繋 がり ま

す ｡親 族 間 売 買 の 場 合 は ､通 常 発 生 す

る 不 動 産 業 者 の 仲 介 手 数 料 の カットが

可 能 な の で ､大 幅な 費 用 削 減 が 可 能 M

贈 与 や 売 買 は ｢契 約 ｣が 前 提 に なり ま

す の で 費 用 を 抑 え な がらも 想 定 さ れる

リ スクを 極 力 無 <し ､安 心 して 手 続 きを

行 って 頂 き た い と 思 い ま す 。

63,800円 (税 込 )～

銀 行 や 一 部 の 専 門 家 は 簡 単 に ｢必 要 な 戸 籍

を す べ て 集 め て 来 て く だ さ い ｣と 言 い ま す

が ､戸 籍 収 集 は ､場 合 によ って は 相 続 手 続 き

で 一 番 の 難 関 に な る 作 業 で す ｡お 役 所 の 対

応 に 不 快 な 思 い を さ れ る ケ ース も 多 く 、｢ｲ士

事 が 忙 しくて 何 度 も 役 所 に 行 け な い ｣｢費 用

を 抑 え て 預 金 解 約 の た め 戸 籍 の み 揃 え て ほ

し い ｣｢相 続 人 調 査 の み 対 応 し て ほ し い ｣と

い っ た 方 に お ス ス メ で す ｡法 定 相 続 情 報 ｣の

取 得 など も セット でご 依 頼 い た だ け ま す 。
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